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３ 「にこにこタイム」とは  
 全ての学生に，子どもと触れ合う経験をさせたいという強い思いから，附属幼稚園の 4 歳児･5 歳児
を学校教育館（SE 館）に招待し，「にこにこタイム」を開催することにした。 
（１）「にこにこタイム」について 






① グループ決め･・・・・142 名 （１グループ 2～3 名  51 グループ） 
② 役割分担 （遊びの広場：24 グループ， 保育：18 グループ  世話係：9 グループ） 
③ 保育案作成 ： 「言葉」6 つ，「表現」6 つ，「音楽」6 つ 
④ 遊びの広場の準備 ：6 つ（サッカー，魚釣り，的当て，ボール投げ，ボウリング，輪投げ） 
⑤ 世話係（幼稚園と事前打ち合わせ）：引率･誘導，危機管理など 
⑥ 環境準備（プログラム・掲示物・お土産作りなど） ：一人 1 枚カルタ制作 
⑦ 当日の流れ 
９：００     授業開始  （出席・確認・準備） 
図１ 平成28年度シラバスに示した15回の授業内容 
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 ９：２０     世話係が迎えに行く （移動の時間 15 分） 
         子ども到着  ※ SE 館 116 室へ（準備） 
９：４５～    前半の遊び 
１０：２５～   後半の遊び 
１０：５５    終了 
１１：１０    世話係：幼稚園まで見送る  その他全員：片付け 
  （模擬保育に向けて） 
   ・グループの模擬保育の領域を抽選で，「表現」「言葉」「音楽」を決定する。 
   ・グループごとに保育指導計画案を作成し，保育のねらい，内容，子どもの活動などを考え，
必要なものを準備する。 
   ・花組・星組・月組の 3 クラスに分かれ，「表現」「言葉」「音楽」の領域別の授業内に模擬保
育をし，振り返りして学びを共有していく。 
   ・花組・星組・月組の 3 クラスで，「表現」「言葉」「音楽」の領域別の模擬保育でよかったと
思うグループを投票する。 
   ・各領域，3 クラスで第 1 位，第 2 位に選ばれたグループ（18 グループ）が「にこにこタイム」
で保育をする。 
   ・3 位以下のグループは，他の役割を分担し，全グループが子どもたちとかかわっていくよう
にする。 
   ・自分たちのグループの役割を理解し，全体な活動を把握できるよう話し合いをする。 
   ・各グループで「にこにこタイム」の当日に向けて，打ち合わせ，準備をしていく。 
  （遊びの広場に向けて） 
   ・アゴラのスペースも考えて，6 つの遊びを考える。 
※ サッカー・魚釣り・的当て・ボール投げ・ボウリング・輪投げの 6 つの遊びが決まった。 
・必要なものを制作したり，ルールを考えたりして，準備を進めていく。 
⑧ 指導のため，事前に資料（図 2）を学生に配布した。 
図２ にこにこタイムについて配布資料 
平成 28 年度 大教４年DEF  保育・教職実践演習  「にこにこタイム」について 
【日 時】   平成２８年１２月２０日（火）  
９：００から１２：１５（１・２時限） 
【場 所】   学校教育館（ＳＥ館）１Ｆ：アゴラ ３Ｆ：312・305・304 
【趣 旨】   附属幼稚園の子どもを招待し「にこにこタイム」で楽しい時間を計画し，保育について学んだ
ことを実践する 
【内 容】  ○附属幼稚園の４歳児･５歳児を対象に「にこにこタイム」を計画する 
              ○４歳・５歳を対象に保育をし，子どもの発達や内面の理解を通して保育の質を向上させる 
○「にこにこタイム」に向けて，内容，準備を進めながら，協力，連携することを学ぶ 









 ⑨ 学生の活動内容 
「にこにこタイム」の取り組みは，全学生が自分の役割を理解し，責任をもって行動できるよ

















時  間 流  れ 係 保  育 遊びの広場  


















































































































































１１：１０ 終了  見送り※片付け お土産・・・各クラスにカルタを渡す ・プログラム・安全標識・誘導旗など 
表１ 学生の役割分担表 
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① サッカー ② 魚釣り 
  
③ 的当て ④ ボール投げ 
  





投票で選出された１位と 2 位のグループが子どもたちの前で実際に保育する。学生たちは，3 会場




   
図4 ４歳児のおたのしみ会プログラム 
 

























   




 （２） 学生へのアンケートから 
15 回目の「保育・教職実践演習」の最終授業で，実施当日の様子を記録写真で振り返り，教員から
のコメントを伝えたあと，「１．保育・教職実践演習を通じて，学んだこと，気付いたことについて自
由に述べなさい。」という課題に取り組んだ。そのうち，「にこにこタイム」について 142 名のうち 103
名の学生が記述していた。その中より抜粋したものを本演習の目的の事項（図１）に添って分類して
まとめた。                               
 ａ 使命感や責任感，教育的愛情等に関する事項 
 ｂ 社会性や対人関係能力に関する事項 
 ｃ 幼児理解や学級経営等に関する事項 
 ｄ 保育内容の指導力に関する事項 






















ａｅ  ○ にこにこタイムに向けての準備や子どもたちとのかかわりから，改めて子どもが好きだと実感し
た。大変なことがたくさんあるだろうけど，頑張ろうと思える場面が多くありました。 






























 「にこにこタイム」に関する上記 21件の記述の内容をテキストマイニングツール（IBM SPSS Text 
Analytics for Surveys 4）によって視覚化を試みた。 
 使用頻度が多かったキーワードの個数をカウントした。「にこにこ」「タイム」が 18，「子ども」が
12，「思う」が 7，「感じる」「できる」が 5，「考える」「改めて」「機会」「みんな」「実際」が 4，「あ
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